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４ 論文の概要 
 現在，日本の中小製造業は，事業所数を減少させ続けている。また従来の二重構造論に
加え，中小企業間で格差が拡大する問題が生じている。今後も企業毎の生産性，経営手
法，経営基盤等の違いが拡大し，市場から脱落する中小製造業が増加していく可能性が高
い。 
 まず第 1章では，中小製造業の現状と課題，及び経営環境変化をまとめている。グロー
バル経済化と情報通信の技術革新が世界規模で多種多様な企業群の登場を促している今，
中小製造業に求められる販売手法や取引形態などに変化が生じている。また中小製造業に
とって，製品ライフサイクルの短縮化や人材不足といった課題は深刻化しつつある。こう
した経営環境変化のもとで，中小製造業は早急に新たな経営戦略を投じなければならない
ことを解明している。 
 第 2章では，異質多元な中小製造業に対する効果的な戦略を導く理論フレームワークを
構築するために，中小製造業の経営特性に基づいた新たな分類を提示した。つまり，中小
製造業の基本特性となる規模，業種別分類に加え，生産形態と事業形態に基づく分類を基
準とした 15の業態に分類している。さらに，産業立地に基づく集積別分類も試みてい
る。 
 第 3章では，実際に中小製造業の競争優位戦略を導出する理論的指標を策定している。
競争優位の理論的知見の中で，ポーターのバリューチェーン理論フレームワークを基に，
今日までの多数の先行研究を参考に，中小製造業に適した差別化戦略の理論フレームワー
ク構築をした。具体的には，ポーターの同理論フレームワークを構成する主活動と支援活
動に分類される企業活動に，時間，流通，情報，イノベーションといった新たな要素を加
えたものとなっている。 
 第 4章では，ブランド戦略活用による中小製造業の差別化戦略の検証を行っている。今
日，中小製造業は，製品の機能や品質の差異性のみで競争優位を持続させることは難し
く，企業の信頼性や取引手法，販売形態，保有技術などの経営特性を活かすといった，こ
れまでのブランド理論では対象外の側面もブランド化していく知見が提示されている。そ
こで中小製造業が，こうした理論で提示された諸要素を自社の差別化戦略に活用する実態
を解明している。 
 第 5章では，中小製造業の競争優位の源泉として，サプライチェーンの活用に着目し，
今日のサプライチェーン理論でみられる取引先との協力関係を生かした差別化戦略を分析
している。例えば，同業他社への事業斡旋，製造卸売業による製品の開発や設計，製造業
による販売や物流など他部門への参入などの戦略を導き出した。 
 第 6章では，人材活用による経営基盤強化と組織体制の変革によって差別化を達成して
いる中小製造業の実態を分析している。その結果，経営基盤強化は，企業が行う事業選択
や取引を的確に実行可能とし，企業価値を向上させる。また経営基盤強化により，ステイ
クホルダーにとって魅力的な企業へと発展させることができる。この考え方を体現したイ
ンターナル・マーケティング理論で提示されている人材育成と活用が，中小製造業による
従業員や専門人材の採用と育成，そして従業員の多能工化や新事業への参入時に，実践さ
れていることを明らかにした。 
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 第 7章では，中小製造業が立地地域へ密着する取組を，自社単独や中小企業組合の活用
で行い，差別化を達成している実態を明らかにしている。これは，特定地域の人材，資
本，技術，原材料といった経営資源のみならず，ステイクホルダーへの貢献が事業の存
続・維持・発展に深く関わるという考えである。実際，産地では，産業集積の優位性を中
小製造業が差別化のために活用する方法として，地域ブランドの開発と管理，新素材の開
発，知的財産の管理・運用，共同宣伝・販売などを通じて，組合が活用されていた。 
 最後に第 8章では，今後，中小製造業が競争優位を獲得するために必要な差別化戦略に
ついて，業態別に中小製造業に適したバリューチェーン理論フレームワークを提示した。
結果的に，業態別の差別化戦略の方向性に特徴が見出されたことから，業態別中小製造業
に適したバリューチェーン理論フレームワークの有効性が明らかにされた。 
 
５ 論文の特質 
 中小企業学会でも，従来から中小製造業の差別化戦略に関する研究方法は，業種や地域
を限定した研究が主であった。つまり，特定業種や特定地域の研究を数多く積み上げ，そ
の業種や地域に特化した差別化戦略をそれぞれ導き出していく方法である。しかし本論文
は，異質多元な中小製造業に対し，企業経営の基本特性となる規模，業種による一般的な
分類方法に，生産形態と事業形態に基づく分類を加えて中小製造業を業態分類した。さら
に，中小製造業の産業立地に基づく集積形態別の分類も加えて，中小製造業を実態に即し
て捉える視点を導き出した点が本論文の分析軸として特徴的なところである。 
 次に，ポーターのバリューチェーン理論フレームワークは，新しいものではないが，本
論文では，この理論を基に理論フレームワークや考え方を提示しているブラウンとマクド
ナルド，コーエンとル―セルなどの先行研究を精査し，豊富で新たな知見を加える作業を
行っている。加えて，ポーター以外の競争優位に関する知見として，シャティとブヘラ
ー，ワグナーとホレンベックなどの理論を加え，最終的にポーターが提示したバリューチ
ェーン理論フレームワークに，新たに競争優位へと繋がる要素を加えた点は，本論文のユ
ニークなところである。 
 以上のように，中小製造業の実態に即して中小製造業を分類し，新たに構築したバリュ
ーチェーン理論フレームワークを用いて，ブランド戦略の活用，サプライチェーンの活
用，人材活用による経営基盤強化と組織体制の変革，産業集積など立地地域の特性の活
用，以上 4つの視点で事例研究を展開している。なお，この事例は，中小企業論研究の根
幹である現場主義を貫き，筆者がフィールドワークで集めたヒアリング調査録に基づく。 
 最後に結論として，中小製造業の規模別分類では中堅，中小，小規模の 3区分ごとに差
別化戦略の方向性が，また取扱製品と生産技術に基づく分類では，完成品製造と部品製
造，そして機械加工の 3区分ごとに差別化戦略の方向性が異なっていた。そして，取引構
造の分類では，製品保有型の中小製造業を一貫・混合生産型とファブレス型に分け，受注
型の中小製造業を独立受注生産型と完全下請型に分けて分析を行うと，それぞれの差別化
戦略の方向性に異なる特徴が見出された。その結果，バリューチェーン理論フレームワー
クに基づく中小製造業の差別化戦略展開への有効性が明らかにされたのである。 
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６ 論文の評価 
 中小企業論研究の視点として，異質多元な中小製造業に対し，企業経営の基本特性とな
る規模，業種による分類方法に，生産形態と事業形態に基づく分類，さらには中小製造業
の立地に基づく産業集積の形態別の分類も加えている。この中小製造業を実態に即して捉
える視点を導き出したことは，本論文をオリジナルなものとしている一要素である。 
 また，ポーターのバリューチェーン理論フレームワークを基に競争優位を捉え，理論フ
レームワークや考え方を提示している先行研究を精査し，かつポーター以外の競争優位に
関する知見についても，先行研究を丁寧に精査している点も手堅い研究手法であり評価で
きる。また，最終的にバリューチェーン理論フレームワークを構成する主活動と支援活動
に分類される企業の経営活動に，新たに競争優位へと繋がる要素を加え，幅の広がった経
営戦略を提示した点も，本論文の独自性をもたらしている。 
 さらに，新たに構築したバリューチェーン理論フレームワークを用いて，事例研究を展
開した際に使用した事例企業の資料は，筆者自らが行ったヒアリング調査に基づいてお
り，優れた調査能力が身についている証拠といえる。 
 最後に結論として，中小製造業の企業規模別 3区分，取扱製品と生産技術に基づく分類
で 2区分，取引構造の分類で 4区分に分けた分析を行い，それぞれの差別化戦略の方向性
に特徴を見出したことを高く評価したい。と同時に，異質多元な中小製造業を捉えるため
の分類の限界と，少なくはないがヒアリング調査だけの事例企業による理論フレームワー
クの一般化にも，少々無理があった。本来ならば，実証研究を精緻化するためのアンケー
ト調査を行うべきではあったが，このことが本論文の評価を下げるものではなく，今後の
研究として取り組んでもらうことを期待したい。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，政治経済学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出された
ものであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験
に合格したので，博士（経済学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
